
　
特
定
健
診
の
結
果
、
生
活
習

慣
病
の
リ
ス
ク
が
高
い
と
判
定

さ
れ
た
方
は
、
医
師
・
保
健

師
・
管
理
栄
養
士
な
ど
が
生
活

習
慣
の
改
善
や
健
康
回
復
の
た

め
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
「
特
定

保
健
指
導
」
を
無
料
で
受
け
ら

れ
ま
す
。

　
特
定
保
健
指
導
は
、
状
態
に

応
じ
て
次
の
二
種
類
で
す
。

▼
動
機
付
け
支
援
　
メ
タ
ボ

　
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の

　
リ
ス
ク
が
出
始
め
た
段
階
。

　
専
門
家
と
の
原
則
一
回
の
面

　
接
で
、
実
行
し
や
す
い
生
活

　
習
慣
改
善
の
た
め
の
計
画
を

　
立
て
、
六
カ
月
後
に
健
康
状

　
態
や
生
活
習
慣
の
確
認
を
行

　
い
ま
す

▼
積
極
的
支
援
　
メ
タ
ボ
リ
ッ

　
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
リ
ス
ク

　
が
重
な
り
だ
し
た
段
階
。
三

　
カ
月
か
ら
六
カ
月
間
、
継
続

　
し
た
保
健
指
導
が
行
わ
れ
、

　
生
活
改
善
な
ど
の
実
践
で
き

　
る
目
標
を
自
分
で
選
択
し
て
、

　
実
行
し
て
い
く
た
め
の
サ

　
ポ
ー
ト
が
受
け
ら
れ
ま
す

○
利
用
者
の
声

　
平
成
二
十
五
年
度
に
特
定
保

健
指
導
を
利
用
さ
れ
た
方
の
ア

ン
ケ
ー
ト
に
は
、
次
の
よ
う
な

声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
特
定
健
診
は
、
自
覚
症
状
が

な
い
ま
ま
静
か
に
進
行
し
て
い

く
「
生
活
習
慣
病
」
の
発
症
を

未
然
に
防
ぐ
こ
と
に
重
点
を
置

い
て
い
ま
す
。
特
定
健
診
の
受

診
は
、
皆
さ
ん
の
大
切
な
健
康

を
守
り
、
医
療
費
の
抑
制
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。

　
ま
た
、
仕
事
で
忙
し
い
方
の

た
め
に
休
日
健
診
・
ナ
イ
ト
健

診
も
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、

自
分
の
健
康
を
過
信
せ
ず
、
年

一
回
は
特
定
健
診
を
受
け
ま

し
ょ
う
。

　
◇
　
◇
　
◇
　
◇
　
◇

　
詳
し
く
は
「
保
健
の
し
お

り
」
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
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特
定
健
診
後
は
特
定
保
健

指
導
で
サ
ポ
ー
ト

特
定
健
診
後
は
特
定
保
健

指
導
で
サ
ポ
ー
ト

受
診
し
て
健
康
を
守
り

医
療
費
も
適
正
化

受
診
し
て
健
康
を
守
り

医
療
費
も
適
正
化

▶とき　10月25日㈯　12時30分～16時
▶ところ　産業創造館
▶内容　薬に関する基礎知識の
　啓発・ジェネリック医薬品の
　使用促進に関する講演、血管
　年齢・肌年齢測定会など
▶募集定員　100人
（応募多数の場合は抽選）
▶申込方法　☎　　で、住所・氏名・電話
　番号を同課へ
▶申込期限　10月20日㈪

○地域がん診療連携拠点病院に指定
　同病院は、平成26年８月６日付けで、国が指定する「地域がん診療連携拠点病院」の指定
を受けました。指定期間は、平成30年８月５日までの４年間です。
　今回の指定を受け、福島県浜通り地区から茨城県北部までの地域において、がん診療に力
を注ぎ、がん医療連携体制の強化に向け、積極的に取り組んでいきます。
○経カテーテル大動脈弁置換手術を開始
　「経カテーテル大動脈弁置換手術」は、心臓の大動脈
弁置換手術ができない高度大動脈弁狭窄症に対する血管
内治療で、開胸、心停止することなく大動脈弁手術を行
う最先端の治療方法です。日本では、平成25年10月から
始まりました。
　同病院は、この手術を行うための厳しい施設認定基準
を、今年５月27日に国内32番目、県内では初の施設とし
て取得し、８月から本格的に手術を開始しました。

国保年金課庶務係　☎22-7577
22-7576

kokuhonenkin@city.iwaki.fukushima.jp

総合磐城共立病院経営企画課企画係　☎26-2134

「お薬に関する市民講座」
の参加者

総合磐城共立病院「地域がん診療連携拠点病院」の指定と「経カテーテル大動脈弁
置換手術」を開始

―国保財政健全化対策強調月間事業―
募集

左記の手術を行うハイブリッド手術室

きょう さく

・身体が身軽になり、今後
　の血液検査が楽しみ
・自分一人では、なかなか
　できないので良かった
・予防に注意したい

～利用者の声～

　
日
本
人
の
三
人
に
一
人
は
、

心
臓
病
や
脳
卒
中
と
い
っ
た

「
循
環
器
病
」
が
原
因
で
亡
く

な
っ
て
お
り
、
本
市
に
お
い
て

も
同
様
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
特
定
健
診
は
、
心
臓
病
や
脳

卒
中
な
ど
の
生
活
習
慣
病
の
前

触
れ
で
あ
る
「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（※

）
」
を
発

見
し
、
生
活
改
善
に
つ
な
ぐ
た

め
に
行
う
健
診
で
す
。

　
生
活
習
慣
病
は
、
自
覚
症
状

が
出
に
く
く
、
突
然
倒
れ
た
り
、

気
付
い
た
時
に
は
重
症
だ
っ
た

り
と
い
う
ケ
ー
ス
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
〈
表
１
〉
。

　
毎
年
、
特
定
健
診
を
受
け
て
、

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

の
リ
ス
ク
を
調
べ
ま
し
ょ
う
。

　
平
成
二
十
年
度
か
ら
始
ま
っ

た
特
定
健
診
で
す
が
、
本
市
の

受
診
率
は
、
県
や
全
国
平
均
と

比
較
す
る
と
低
い
現
状
に
あ
り

ま
す
。
平
成
二
十
四
年
度
は
、

県
内
五
十
九
市
町
村
の
中
で
、

最
下
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
特
に
働
き
盛
り
の
四
十
か
ら

五
十
歳
代
の
受
診
率
が
、
低
く

な
っ
て
い
ま
す
〈
表
２
〉
。

　
国
民
健
康
保
険
の
特
定
健
診

は
、
無
料
で
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
特
定
健
診
を
受
診
さ

れ
た
方
に
は
「
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス

ク
ラ
ブ
体
験
チ
ケ
ッ
ト
」
を
送

付
し
て
い
ま
す
。

▼
対
象
者
　
い
わ
き
市
国
民
健

　
康
保
険
加
入
者
で
40
歳
か
ら

　
75
歳
未
満
の
方

▼
受
診
期
限
　
来
年
１
月
31
日

　
㈯

▼
受
診
に
必
要
な
も
の
　
①
い

　
わ
き
市
国
民
健
康
保
険
証
　

　
②
い
わ
き
市
国
保
特
定
健
診

　
受
診
券

▼
受
診
方
法
　
登
録
医
療
機
関

　
ま
た
は
公
民
館
な
ど
で
実
施

　
す
る
集
団
健
診
で

※

国
民
健
康
保
険
以
外
の
健
康

　
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方
の

　
特
定
健
診
は
、
加
入
し
て
い

　
る
医
療
保
険
者
に
確
認
し
て

　
く
だ
さ
い
。
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年
に一度
の
健
康
チ
ェッ
ク 

特
定
健
康
診
査
を
受
け
ま
し
ょ
う

○
お
問
い
合
わ
せ

　
国
保
年
金
課

　
調
査
給
付
係

　
☎
22
・
7
4
2
5

特
定
健
診
と
は

特
定
健
診
と
は

国
保
特
定
健
診
は
無
料

国
保
特
定
健
診
は
無
料

特
定
健
診
受
診
状
況
は

特
定
健
診
受
診
状
況
は

〜
10
月
は
「
国
保
財
政
健
全
化
対
策
強
調
月
間
」
で
す
〜

・食べ過ぎ・運動不足
・喫煙・ストレス

【受診率の比較】
20年度

全国

年代 40～
49歳

50～
59歳

60～
64歳

65～
69歳

70～
74歳

受診率

38.9%

30.9%

24.0%

11.1% 16.1% 26.0% 33.2% 32.1%

41.3%

31.4%

25.6%

43.2%

32.0%

25.7%

44.7%

32.7%

23.4%

46.2%

36.4%

23.8%

県

市

21年度 22年度 23年度 24年度

【年代別受診率】

〈表１〉生活習慣病の進行のしかた

〈表２〉特定健診受診状況

不健康な生活習慣

・肥満・高血圧
・脂質異常・高血糖メタボリックシンドローム

・肥満症・高血圧症
・脂質異常症・糖尿病生活習慣病の発症

・心臓病・脳卒中
・糖尿病の合併症重症化・合併症の発症

　内臓脂肪の蓄積に加え、高血糖・高血圧・脂質異常のう
ち、二つ以上をあわせ持った状態。これが進行すると、動
脈硬化が進み、さらに糖尿病、高血圧症、脂質異常症など
の病気で治療が必要となり、心臓病・脳卒中など深刻な生
活習慣病を発症します。

※メタボリックシンドローム
用語の説明

動脈硬化などの進行

障害・死亡


